
▶ 高３の電解液内の電荷の流れ練習問題

Zn Cu

陰イオン
交換膜

陽イオン
交換膜

ZnSO4 aq Na2SO4 aq CuSO4 aq

▶ 電気分解槽

陽極 陰極

▶ 夏期分野別第５問図２

化合物D，E，F，G，Nを
溶かしたエーテル溶液

水層① エーテル層①

水層② エーテル層②

⇦ エーテル溶液に塩酸を加えた

⇦
エーテル層①に
炭酸水素ナトリウム
水溶液を加えた

▶ 正八面体すき間



▶ 面心立方格子が最密充填構造

▶ 体心立方格子の断面

▶ 面心立方格子の面

▶ 正四面体の高さ

▶ 六方最密構造の底面



▶ 面心立方格子の斜めの面

▶ エネルギー図

CH4（気）+ H2O（気）+ 2 O2（気）

CO（気）+ 3 H2（気）+ 2 O2（気）

CO2（気）+ 3 H2O（気）

CO2（気）+ 3 H2（気）+ 3
2 O2（気）

CO2（気）+ 3 H2O（液）
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▶ 電子配置
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▶ 有効核電荷
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▶ メタン
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▶ 酵素ポケット

トリプシン
trypsin

H H
COO–

HOH2C

キモトリプシン
chymotrypsin

H H

エラスターゼ
elastase

!CH
CH3

CH3 !

!CH3 CH
OH

!

▶ 高２例題 38 －６

NH2 COOH OH

＋塩酸

水層 A エーテル層 B

NH3
+ COOH OH

＋炭酸水素ナトリウム

水層 C エーテル層 D

COO– OH

＋水酸化ナトリウム

水層 E エーテル層 F

O–



▶ 高２例題 39 －２
⑴

OH

COOH

サリチル酸

NO2

CH3

o−ニトロトルエン

NO2

NH2

m−ニトロアニリン

C9H19 OH

p−ノニルフェノール

クロロホルム溶液

＋塩酸

水層１ クロロホルム層１
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＋水酸化ナトリウム水溶液

クロロホルムで抽出

NO2
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A

＋炭酸水素ナトリウム水溶液

水層２ クロロホルム層２
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C9H19 OH

＋塩酸

クロロホルムで抽出
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B

＋水酸化ナトリウム水溶液

水層３ クロロホルム層３

C9H19 O–
NO2

CH3

＋塩酸

クロロホルムで抽出

C9H19 OH

C

クロロホルムを除く
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クロロホルム層１

＋水酸化ナトリウム水溶液

水層（白く濁った） クロロホルム層
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C9H19 O–

NO2
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▶ 高３の抽出練習問題
OH

フェノール

COOH

安息香酸

NH2

アニリン

CH3

トルエン

NO2

ニトロベンゼン

＋希塩酸

水層１ エーテル層１

NH3
+ OH COOH CH3 NO2

＋水酸化ナトリウム水溶液

エーテルで抽出

NH2

＋炭酸水素ナトリウム水溶液

水層２ エーテル層２

COO– OH CH3 NO2

＋希塩酸

エーテルで抽出

COOH

＋水酸化ナトリウム水溶液

水層３ エーテル層３

O– CH3 NO2

＋希塩酸

エーテルで抽出

OH

＋蒸留

低沸点 高沸点

CH3 NO2

▶ 矢印図
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酸の強さ

塩基の強さ

酸の強さ

塩基の強さ

H3O+
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還元剤の強さ

酸化剤の強さ

還元剤の強さ

酸化剤の強さ
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Cu2+ + 2 e–

−0.7618

0

0.3419

標準電極電位



▶ 高２例題４３－３状況（陽イオン交換樹脂の交換容量測定）

陽イオン交換樹脂
25 g

0.20 mol/L CaCl2 水溶液 200 mL

流出液

十分量の Na2CO3 水溶液

3.0 g の白色沈殿

陽イオン交換樹脂に
CaCl2 水溶液を通す

流出液に
Na2CO3 水溶液を加える

▶ ヘミアセタール構造
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▶ 流れる気体

127 ◦C の恒温槽

リン蒸気

液体リン

アルゴン アルゴンとリンの混合気体

▶ 滴定の誤差（高３演習りんごセット）

15

16

15.7 mLに見えるけど，本当の
値は 15.65～ 15.75のどれか



▶ U字管浸透圧

液面が移動

3.23 cm

3.23 cm
液面差
6.46 cm


